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駿燐匯げ告診鸞諧諮で限゛

　曰的　これi で’極性の翼なゐニ成分汲おmf汚^ <n洗浄ic ft',て,トりヂリでリド（i

たぼ炭心く素へ<n 脂肪彼。Jうな盾更如it台ヽぼ，豚鯨破が界φ津性剤と刈到乍)fl し，

油／水界⑩張りを涛i く低下さぐゐことにS ･], 柊存すゐ非細胞･い匈舛4し化あるいは

６日㈲一叩t 促進ヽぞゐこと^明りヽ|乱だ。本研呪は，これら・界釧c学的検計に

より碍らλre 即えりと鳶の布ヵヽ^ の濯食油脂汚い^ 清浄悍との)S^恚t検貧.rc。

　方泌　トリオレ1ン｀一才いン疏憚煮浸兪物書繊維峯資とに肩布名･S びダりこスrル

和に£和紬沁良。しれら汐発布-t ?エオン添付剤（s ，s ）にj^'非付ン忿恨刹

（才？タエキレング｀リコ- )し=ドデシル＝X ~テル）の賂,水療液I" J"･リンキ・ベー9 －

を)科ヽリ2こt". 20・i/n.淡和fz。和C'iすわて，･ゐ麗か冲脂汚れぼタわレX ' テ)しで柚

鮮俊，TLC －F I D かr J-り分鰍・定々した。

　結糸　口繊維塞參おヽよび界面活性剤の裡頬に々リヽめうすじ　ト･けレインぼこ≫(L Iけレ

イン政有浪合すゐとトリオレイン弟他にVじべT除者が蚤勧ぺヽゐ．

　2 ）トリiレイン一才レイン絞混合子れぼ櫛布，ヽらS n I ダ･) にス-rルキ0･らの(iうが

除去られ.易く，こ漑に貧｜てトリオレイン単狐でばがりにｽわﾚかヵヽうよりも綿布力ヽらn
ほうが除辰きれ恥･．

　3）　ト）けレｊンーすレイン控涙か芳爪＼s,ア^オン名ヽJび畢イオン違作剰の，吋屎に

釦' T もオレイン破が訃リオレインにロCべて罹^籾に除* :ヽれゐ確向がi)ゐ，
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蛋白質混合よごれの洗浄性

高　○竹内茂子　　東京学芸大教育　生野晴美　岩崎芳枝

　目的　肌着に付着する皮脂よどれ中の油脂･ 蛋白質混合物R 洗浄性を明らかＫす二itめ

に、そのモデルとして脂肪酸及びアルブミン混合物について洗浄性を検討する。

　方法　汚染布:精練した綿晒カナキンぷcm y./O cm / 枚に、ミリスチン酸≫ -'■■ルミチン酸
　ｙ
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ステアリン酸各L mg ／ml cベンゼン溶液/ml、牛血清アルブミンir mg ／mlの水溶液／ml

順序を変え、１だ、これらの混合物を付着する。　実験；汚染布の作成法、オレイン酸石

んLAS による界面活性剤濃度一洗浄温度・硬度の影響について実験する。さらに市販

剤の洗浄性%検討する。脂肪酸はガスタロ、アルブミンは銅－rolin 法にI i)定量する。

結果　　／。　最初に布に付着したものの方か、あとで付着したものよ夕除去されにくく、

合して付着すると、両者の中間の洗浄効率を示す。　エージ-yダによｊ洗浄効率は低下す

・。2 .　一般にオレイン酸石けんの方がLAS　よｊ洗浄効率が高いか、濃度の影響はあt 夕

らかでa. い。　3 ■洗浄温度○上昇にとも4 い洗浄効率も上昇するが、温度の影響は脂肪

の方が顕著である。μ。アルブミVではオレイン酸石けんで洗浄した場合、硬度が∂ppm

上では洗浄効率か約v-s %低下したが、IASでは約／0 % ○低下にすぎなかった。エタノ一

抽出にI i)脂肪酸を定量した結果、硬度の影mはほとんどみとめられ々かった。この場

ヽ原子吸光法忙よね洗浄後の汚染布のカルシウム量を定量したところ、硬度の増加とと

にカノレシウム量か増大し、脂肪酸と○結合が推測された。i。脂肪酸・アルブミ　ンを混

すると、単独の場合より除去されにくく4 る。t . 市販洗剤の種類にぷる差は、ほとん

みとめられたかった。


